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Business Labor Trend  2004.8

職
業
訓
練
で
失
業
者
は 

　
　
　
　
　
ど
う
変
わ
る
か 

　
　
　
　
　
　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
　
統
括
研
究
員
　
奥
津
眞
里 

　 　
求
職
活
動
と
職
業
能
力
開
発 

　
依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
下
で
離

職
者
の
再
就
職
は
切
実
な
社
会
問
題
で
あ
る
。

そ
う
し
た
状
況
で
、
失
業
者
に
公
共
職
業
安

定
所
か
ら
職
業
訓
練
（
以
下
「
訓
練
」
と
い

う
）
の
受
講
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

再
就
職
促
進
効
果
と
し
て
技
能
習
得
効
果
の

み
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
訓
練
だ
が
、

技
能
習
得
を
通
じ
た
職
業
理
解
や
自
己
の
見

直
し
の
機
会
と
し
て
の
効
果
に
も
注
目
し
て
、

そ
の
活
用
法
を
考
え
た
い
。 

  

　
職
業
訓
練
は
求
職
者
の 

　
な
に
を
変
え
た
か 

　
今
回
、
東
京
都
内
の
民
間
専
修
学
校
等
に

委
託
さ
れ
た
公
共
訓
練
の
受
講
生
に
つ
い
て

訓
練
が
求
職
活
動
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
与

え
る
の
か
を
調
査
し
た
。
効
果
の
確
認
と
い

う
意
味
で
、
調
査
は
同
一
の
調
査
対
象
に
訓

練
の
開
始
直
後
と
終
了
直
前
の
二
回
実
施
し
、

そ
の
比
較
を
行
っ
た
。（
調
査
し
た
の
は
、
五

つ
の
専
修
学
校
等
の
受
講
生
で
、
受
講
指
示

に
よ
っ
て
各
施
設
で
受
講
し
て
い
る
合
計
一

三
七
名
（
男
性
四
二
名
、
女
性
九
五
名
）
で

あ
る
。
各
コ
ー
ス
と
も
訓
練
期
間
は
三
カ
月

で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎
技
能
の
習
得
が

そ
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
） 

  

☆
ほ
っ
と
一
息
か
ら 

　
自
分
を
見
直
す
ま
で 

　
受
講
生
は
そ
れ
ま
で
失
業
者
と
し
て
求
職

活
動
を
行
っ
て
い
た
者
で
あ
る
。
そ
の
た
め

か
、
訓
練
開
始
後
は
求
人
探
し
か
ら
一
時
解

放
さ
れ
て
、
ほ
っ
と
一
息
す
る
よ
う
で
あ
る
。

就
職
し
な
い
と
い
け
な
い
時
期
を
「
訓
練
期

間
が
終
わ
っ
て
か
ら
早
い
時
期
に
」
と
す
る

者
が
六
二
・
二
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
訓

練
期
間
が
終
了
す
る
前
ま
で
に
」
と
す
る
者

が
約
一
〇
％
で
あ
る
な
ど
、
時
間
的
余
裕
を

得
た
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

　
訓
練
を
受
け
て
い
る
職
種
（
以
下
、「
受
講

職
種
」
と
い
う
）
と
就
職
を
希
望
し
て
い
る

職
種
（
以
下
、「
希
望
職
種
」
と
い
う
）
と
は

必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
職
業

に
つ
い
て
の
自
分
の
態
度
や
考
え
方
を
一
二

項
目
（
表
）
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
半
数

以
上
の
人
々
が
自
分
の
適
職
が
何
か
が
わ
か

っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
就
職

に
関
係
す
る
情
報
や
支
援
は
自
分
で
か
な
り

探
せ
る
」
と
思
っ
て
い
る
者
は
三
〇
・
一
％

に
止
ま
り
、
多
く
の
受
講
生
が
求
職
活
動
に

は
他
者
か
ら
の
支
援
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
様
子
が
窺
え
る
。
「
職
場
に
新
し
い
技
術
・

技
能
が
導
入
さ
れ
た
ら
積
極
的
に
学
ぶ
べ
き

だ
」
と
九
五
・
六
％
の
者
が
考
え
て
お
り
、

変
化
に
対
応
す
る
学
習
姿
勢
を
は
っ
き
り
示

し
て
い
る
。 

　
と
こ
ろ
が
、
約
三
カ
月
の
訓
練
が
終
了
す

る
直
前
に
な
る
と
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、

職
業
に
関
す
る
自
分
の
可
能
性
へ
の
自
覚
が

高
ま
る
と
同
時
に
、
希
望
職
種
を
重
視
す
る

思
い
が
強
く
な
る
。
こ
れ
は
、
「
本
当
に
や

り
た
い
仕
事
で
な
け
れ
ば
就
職
す
る
べ
き
で

な
い
」、「
ど
ん
な
仕
事
で
も
精
一
杯
努
力
す

れ
ば
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
」、「
い
ろ
い
ろ

な
仕
事
に
挑
戦
し
て
み
る
べ
き
だ
」
お
よ
び

「
就
職
に
関
係
す
る
情
報
や
支
援
は
自
分
で

か
な
り
探
せ
る
」
の
四
項
目
で
有
意
な
差
の

あ
る
変
化
が
出
て
い
る
こ
と
な
ど
が
示
す
と

こ
ろ
で
あ
る
。
「
本
当
に
や
り
た
い
仕
事
で

な
け
れ
ば
就
職
す
る
べ
き
で
な
い
」
は
、
そ

の
考
え
を
支
持
す
る
程
度
が
低
下
す
る
が
、

そ
の
他
は
そ
れ
と
は
反
対
に
そ
れ
ぞ
れ
支
持

す
る
程
度
が
高
く
な
る
。
ほ
か
の
受
講
生
と

の
交
流
等
か
ら
労
働
市
場
の
実
態
に
理
解
を 
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深
め
る
こ
と
か
ら
、
環
境
の
変
化
に
対
し
て

は
、
あ
る
意
味
で
の
柔
軟
性
が
増
し
て
い
る

か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
ま
た
、
受
講
職
種
と
希
望
職
種
に
ど
の
程

度
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
け
る
か
は
職
業
理
解
度

を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
が
、
こ
れ
に
関
し

て
は
、
受
講
中
に
ど
ち
ら
の
職
種
に
も
総
合

的
に
イ
メ
ー
ジ
が
ま
と
ま
っ
て
い
く
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
希
望
職
種
に
就
職
で

き
た
と
し
て
、
働
い
て
い
る
自
分
の
①
作
業

の
内
容
、
②
現
場
の
状
況
、
③
周
囲
に
い
る

人
物
、
④
家
族
の
評
価
を
想
像
で
き
る
程
度

は
、
終
了
直
前
で
は
、
作
業
の
内
容
と
現
場

の
状
況
を
想
像
で
き
る
程
度
の
相
関
が

r=.873**

（
開
始
時
は.468**

）ま
で
に
上
昇

す
る
。
ま
た
、
周
囲
に
い
る
人
物
と
現
場
の

状
況
を
想
像
で
き
る
程
度
の
相
関
は

r=.690**

（
同.564**

）、作
業
の
内
容
と
周
囲

の
人
物
に
関
し
て
はr=.669**

（
同.439**

）

で
あ
る
。
訓
練
職
種
で
就
職
し
た
場
合
の
自

己
像
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

と
く
に
、
作
業
の
現
場
が
ど
う
い
う
と
こ
ろ

か
を
想
像
で
き
る
こ
と
は
就
職
後
の
作
業
内

容
の
理
解
と
関
係
が
深
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
み
か

け
上
の
関
係
の
深
さ
で
は
な

く
、
具
体
的
な
求
人
と
の
出

会
い
や
訓
練
に
よ
る
作
業
体

験
に
よ
っ
て
、
実
際
の
働
く

場
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
る

か
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
と
、

そ
の
場
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
柄
、
た
と
え
ば
、
一
緒
に

働
く
人
々
の
像
も
想
像
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
技
能

習
得
が
受
講
生
の
自
己
効
力

感
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る

こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。 

 

　 ☆
求
職
活
動
の
具
体
的
展
開 

　
受
講
中
に
以
前
よ
り
も
就
職
に
必
要
な
情

報
が
充
実
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
「
充

実
し
た
」
が
四
二
・
五
％
、「
変
わ
ら
な
い
」

が
五
五
・
八
％
、
少
な
く
な
っ
た
が
一
・
七

％
で
あ
る
。
も
と
も
と
訓
練
を
開
始
し
た
と

き
に
、
情
報
を
入
手
し
て
い
る
者
の
割
合
は

六
四
・
九
％
に
対
し
、
入
手
し
て
い
な
い
者

は
三
二
・
〇
％
存
在
し
、
入
手
し
て
い
な
い

理
由
は
、「
必
要
が
な
い
」
と
「
方
法
が
わ
か

ら
な
い
」
が
ほ
ぼ
同
じ
程
度
で
あ
っ
た（
図
）。

受
講
中
の
情
報
取
得
は
就
職
の
実
現
に
向
け

て
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
情
報
の
充
実
を
期
待
し
た
い
も
の
で

あ
る
。 

　
受
講
中
の
情
報
入
手
に
つ
い
て
そ
の
入
手

ル
ー
ト
を
み
る
と
、
各
情
報
と
も
公
共
職
業

安
定
所
（
以
下
「
安
定
所
」
と
い
う
）
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
多
い
。
「
一
般
的
な
労
働

市
場
の
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
安
定
所
四
〇
・

二
％
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
二
二
・
一
％
、
新

聞
や
雑
誌
の
求
人
欄
二
〇
・
五
％
の
順
で
利

用
が
多
い
。
「
い
ろ
い
ろ
な
職
種
・
仕
事
の

内
容
な
ど
職
業
の
実
態
」
に
つ
い
て
は
、
安

定
所
二
七
・
〇
％
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
一
六
・

四
％
、
新
聞
や
雑
誌
の
求
人
欄
一
四
・
八
％

の
順
で
あ
る
。 

　
「
求
人
や
採
用
情
報
な
ど
の
就
職
情
報
」

に
関
し
て
は
、「
具
体
的
な
求
人
」、「
希
望
職

種
の
賃
金
水
準
な
ど
の
労
働
条
件
に
関
す
る

情
報
」、「
就
職
希
望
企
業
や
地
域
企
業
の
採

用
情
報
」
の
別
に
入
手
状
況
を
み
る
と
、
情

報
の
種
類
に
よ
っ
て
入
手
ル
ー
ト
が
微
妙
に

異
な
る
。「
具
体
的
な
求
人
」
は
、
安
定
所
五

四
・
九
％
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
三
〇
・
三
％
、

求
人
誌
二
〇
・
五
％
、
新
聞
や
雑
誌
の
求
人

欄
一
八
・
〇
％
、
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
「
希

望
職
種
の
賃
金
水
準
な
ど
の
労
働
条
件
に
関

す
る
情
報
」
は
、
最
も
多
い
の
が
安
定
所
の

利
用
で
四
四
・
三
％
、
次
い
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
二
一
・
三
％
、
求
人
誌
一
八
・
〇
％
で
、

「
就
職
希
望
企
業
や
地
域
企
業
の
採
用
情
報
」

の
入
手
に
は
、
安
定
所
が
四
三
・
四
％
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
一
九
・
七
％
、
求
人
誌
一
三
・

九
％
、
新
聞
や
雑
誌
の
求
人
欄
一
〇
・
七
％

の
順
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
　 

  

☆
結
局
、訓
練
の
求
職
活
動
へ
の 

　
効
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か 

　
訓
練
の
求
職
活
動
に
関
す
る
効
果
に
つ
い

て
、
訓
練
期
間
の
終
了
直
前
に
な
る
と
、
受

講
生
の
八
五
・
二
％
が
プ
ラ
ス
だ
と
感
じ
て

い
る
。
そ
の
内
容
は
、
大
き
く
分
け
る
と
四

つ
の
効
果
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
広
く
い

ろ
い
ろ
な
職
業
に
つ
い
て
理
解
す
る
力
が
つ

い
た
こ
と
、
②
職
業
に
関
連
す
る
自
己
の
理

解
が
深
ま
っ
た
こ
と
、
③
職
業
上
の
自
分
の

力
に
自
信
を
持
っ
た
こ
と
、
④
失
業
生
活
の

リ
ズ
ム
を
整
え
て
前
向
き
な
求
職
活
動
を
進

め
る
支
柱
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
だ

け
で
な
く
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
も
あ
げ
る
者
が

い
る（
三
六
・
一
％
）。
そ
の
場
合
は
、
自
己

の
適
性
や
能
力
に
自
信
を
な
く
し
、
職
業
選

択
の
意
識
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
も
の
が
多
い
。 

　
さ
ら
に
、
終
了
直
前
に
訓
練
の
効
果
が
あ

っ
た
と
思
う
者
と
な
か
っ
た
と
思
う
者
の
間

に
は
、
就
職
見
通
し
の
明
る
さ
に
つ
い
て
差

が
あ
る
。
効
果
が
あ
っ
た
と
思
う
者
は
効
果

が
な
か
っ
た
と
思
う
者
よ
り
も
就
職
見
通
し

を
よ
り
明
る
く
感
じ
て
い
る
。（
一
％
水
準
で

有
意
。
Ｔ
検
定
） 

  

☆
受
講
中
に
必
要
な 

　
支
援
は
な
に
か 

　
受
講
生
は
、
す
な
わ
ち
、「
受
講
指
示
後
の

求
職
者
」
で
あ
る
。
調
査
結
果
を
見
る
と
、

一
定
の
支
援
環
境
が
整
備
さ
れ
て
、
技
能
習

得
と
並
行
し
て
受
講
生
が
自
己
理
解
と
職
業

理
解
を
深
め
た
場
合
は
、
訓
練
は
求
職
活
動

の
質
を
充
実
さ
せ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
安

定
所
や
訓
練
機
関
が
訓
練
期
間
中
に
求
職
者

に
対
す
る
追
加
的
な
助
言
や
情
報
提
供
等
を

行
う
と
求
職
活
動
の
質
の
向
上
効
果
が
十
分

に
期
待
さ
れ
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

奥
津
眞
里
（
お
く
つ
・
ま
り
） 

 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
統
括
研
究
員

。

主
な
著
書
・
論
文
に
、
「
職
業
相
談
の
展
開

と
集
結
」（
二
〇
〇
三
年
三
月
）、「
Ｅ
Ｕ
に
お

け
る
男
女
均
等
待
遇
に
関
す
る
取
り
組
み
」

（
二
〇
〇
二
年
九
月
）
な
ど
多
数
。
専
門
分

野
は
職
業
心
理
学
、
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
。
中
心
的
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
職
業

生
涯
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
そ
の
支
援

の
あ
り
方
。 

就職に必要な情報の入手（受講中） 

情報を入手している 
64.9％ 

その他 3.1％ 

情報を入手していない 
（必要ないから）13.7％ 

情報を入手していない 
（方法がわからないから） 
　　　　　　　18.3％ 


